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【実験】二成分 IL の構成カチオンとして THpA+および C14Iq+、共通のアニオンとし
て bis(pentafluoroethanesulfonyl)amide (C2C2N−)を用いた。[C14Iq+][C2C2N−]のモル分率 
(x=                                                      , nは物質量)を以下の 17点 (x=0, 0.01, 
0.02, 0.03, 0.04, 0.05, 0.1, 0.2, 0.3, 0.4, 0.5, 0.6, 0.7, 0.8, 0.9, 0.95, 1.0)で変化させ、各組成
の IL表面において 300 K、入射角 70°、波長範囲 300～600 nmで分光エリプソメトリ






えられる。Fig. 1に 450~550 nmにおける Δの平均値
の x依存性を示す。x 0.3で Δは小さくなり、x >0.5
ではほぼ一定となった。この二成分 ILは x 0.3でバ
ルク構造が相転移すること[1]、また IL バルクに対
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Fig. 1. [C14Iq+][C2C2N−]のモル分率
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